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Ⅰ 企業概要 

会社名 ： 株式会社 新 菱（しんりょう） 

本  社 ： 福岡県北九州市 

設  立 ： １９６４年（昭和３９年） 

株  主 ： 三菱ケミカル 100% 

資本金 ： ５億円 

社員数 ： 900名（グループ合計） 

新菱の経営理念：４R 

減らす 

繰り返し使う 再資源化する 

主な事業： 
１．リサイクル・ファイン事業 
・化学産業からの廃棄物リサイクル、中間処理 
・ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ：化学品の製造、化粧品原料の 
 製造販売 
２．エレクトロニクス事業 
・半導体・液晶製造装置部品の精密洗浄 
・Siウェハ再生、表面加工、・電子部品メッキ 

「3R」を基本理念とし、様々な事業分野に展開 

信頼 
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三菱化学㈱ 田辺三菱製薬㈱ 三菱樹脂㈱ 三菱レイヨン㈱ 

㈱新菱 

㈱三菱ケミカルホールディングスの組織概要 

㈱三菱ケミカルホールディングス（ＭＣＨＣ） 

㈱生命科学 

ｲﾝｽﾃィﾃｭｰﾄ 
大陽日酸㈱ 
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http://www.mitsubishichem-hd.co.jp/index.html


開発センター 

  ﾘｻｲｸﾙ・ﾌｧｲﾝ事業部門 
    ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業部門 

北九州地区 

  本社 
 
＜三菱ケミカル黒崎事業所内＞ 
      ウｴハ再生工場 
      焼却炉、 蒸留・合成プラント 
      新規事業創成館 
     CF/PVリサイクル実証工場 
   
     開発センター 
     福岡工場 
     電子加工品部 
     二島工場  
     リサイクルテック 
 

三重工場 

リサイクルテック 

新菱グループ拠点一覧 
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Akihiko Ikeshita/JAXA 

Ⅱ  炭素繊維ﾘｻｲｸﾙ概要 
炭素繊維の用途 (三菱ｹﾐｶﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

 
PAN系CF 

 
ピッチ系CF 

コンポジット構造設計 
(強度 & 剛性) 

● 
繊維技術 ● 

● 
 コンポジット 

 成形 & 後加工技術 

● 性能評価 & 
  試験・分析技術 

 中間基材 ●  
  設計技術 

● CAE 技術 

鉄道・移動体 
船舶 

防衛 

航空機 

宇宙 

自動車 

スポーツ・レジャー 

建築・土木 

圧力容器 

風力発電 

産業機械 



 新菱 ＣＦリサイクル事業 背景   

＊炭素繊維協会ﾃﾞｰﾀｰを弊社 
条件にて見直し ■ ＣＦメーカーの「三菱ケミカル」と３Ｒに通じた「新菱」で 

  ＣＦリサイクル事業化を共同推進 
■ 廃ＣＦＲＰのマテリアルリサイクルによる環境負荷の軽減 
■以下に記載の性能向上・機能付与のコストパフォー 
   マンスに優れる 
   ・強度・弾性率の向上 
   ・電気伝導性、熱伝導性の付与 
   ・耐疲労性、耐クリープ性 
   ・摺動性、耐摩耗性 
  ・寸法安定性 
 
 

廃車 

一般市場顧客 

解体 
 

加工端材の 
リサイクル 

解体と 
リサイクル 

炭素繊維 

他用途へ 

自動車に 
再利用 

自動車 

航空機 

他素材とのLCA比較 
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2.1* 

http://www.google.co.jp/url?url=http://car.kaitorirank.net/haisyanokaitori.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CCYQwW4wCDgUahUKEwj1n5fmr4LHAhUkMaYKHaiMAUw&usg=AFQjCNGyfiBYAMbzZCaQhPgs0sJanlfV0A


ＷＥＢから 

炭素繊維リサイクルについて （強み） 
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 CF～リサイクル～再加工の一貫した製品/技術チェーン 
 産廃処理業・収集運搬業の資格と長年の経験を保有 
 連続パイロット設備を用いたリサイクルの運転・品質検証 

廃SMC/CFRP 
廃SMC/PPGｼｰﾄ 

ﾘｻｲｸﾙＣＦ 中間製品 成型品 

廃SMCｼｰﾄ カットﾌｧｲﾊﾞｰ 

ﾁｮｯﾌﾟﾄﾞﾌｧｲﾊﾞｰ 

ﾐﾙﾄﾞﾌｧｲﾊﾞｰ 

ｽﾀﾝﾊﾟﾌﾞﾙｼｰﾄ 

ＳＭＣ中間材 

CFペレット 

マット 不織布 

射出成型品 

シート/フロア 

カード 
ＳＭＣ 
ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 

ﾌﾟﾚｽ成型 
射出成型 

ﾘｻｲｸﾙ 
設備 

廃SMC成型品 

廃CFRP成型品 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjk0_Gu25fQAhVDm5QKHXXOB-cQjRwIBw&url=http://read.nxtbook.com/wiley/plasticsengineering/julyaugust2014/coverstory_drivingexamples.html&psig=AFQjCNGCZHo3ATAiuNghmI9vmMXTAn2hyg&ust=1478644659346278


CF廃材 
加熱 
処理 

形状
加工 

樹脂 
練り込み 

単繊維 
ﾏｯﾄ・ｼｰﾄ 

樹脂練り込み品 

不織布 前処理 

  【課題Ｂ】：廃材排出状況及び含有障害成分対応     ・廃排出先調査、排ガス除害検討 

【課題Ｃ】：本格設備のﾌﾟﾛｾｽ設計       ・ﾊﾞｯﾁ及び連続ﾓﾃﾞﾙ炉実験にて設計し見積り 
  

【課題Ｄ】：処理ﾌﾟﾛｾｽ全体の最適化     ・前処理の要否  ・2次処理条件検討（加熱媒体、温度、                                                               
*                           時間、酸素濃度⇒強度、残渣等）  ・処理コスト 

   【課題Ａ】 ： 用途開発の企業向けＲＣＦ供給      ・様々な新規用途開発（ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ、不織布） 

  【課題E】：再生処理技術の差異化、新規性      ・CF分離技術、再生CFの品質改善 
                           ・低ｺｽﾄ化：（PVﾘｻｲｸﾙ）との一括運営 

検討内容 
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共同研究PJの結果纏め 
     課題        結果 

入口 （課題B）①CFRP廃材 

      排出状況 

  ②含有障害成分対応 

・航空機廃材は国内1000t/y以上 

 早期のﾘｻｲｸﾙ事業待たれる。 

・ｽｸﾗﾊﾞｰで除去可能 

処理 

技術 

（〃C）本格設備 

 

（〃D）ﾌﾟﾛｾｽ最適化 

・本格設備設計ほぼ目途着く。 

 500t/yで＠1000円↓ 

・繊維強度80%確保可能 

・射出成型品強度ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで製品管理可
能（同大） 

出口 （〃A）用途先ｻﾝﾌﾟﾙ提供 ・家電、車用途先へ提供中 

 高CF濃度ﾏｽﾀｰﾊﾞｯﾁで提供 

 

新規性 

他 

（〃E）新規、差異化 ・顧客要求に合わせ残渣成分をｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・事業早期化の為にPVﾘｻｲｸﾙと一括     
運営を目指し、合わせて低ｺｽﾄ実現可能 
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Ⅳ CFRP廃材状況について  

◆シート状（PP） 
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◆ロール状（PP） ◆板状（CFRP） 

CFRP廃材は国内でも1000t/y以上が発生しており 
産廃処理となっている。 
早期のﾘｻｲｸﾙ事業化を望まれている。 
近い将来はこれに自動車用途が加わる。 

*画像はｲﾒｰｼﾞ 



12 

自動車県福岡⇒低燃費の為炭素繊維の 

大量使用時代の到来⇒大量の廃棄CF発生⇒
きちんとﾘｻｲｸﾙ出来る体制が必要。 

北部九州生産台数130万台の10%の車種
に10%の重量％のCFが使われ歩留が 

20~30%とすれば廃CFは 

130万台×1.4t/台×0.1×0.1×0.2＝3600ｔ/y 

が発生する。これに廃車からのCFがさらに加わる。 



Ⅴ 試作設備による本格設備仕様検討   

電気炉   

プレ硬化炉 

排ガスｱﾌﾀｰ 
ﾊﾞｰﾅｰ 

 

スクラバー 

排気ファン 

加熱器 
 

（１）バッチ炉：ﾘｻｲｸﾙ処理試作設備 
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原料投入 

６００ ℃ 

（２）連続炉   

前室 
加熱室 

 水冷室（間接） 

加熱処理前 １次処理後 

樹脂除去率を確認 

  ﾊﾞｯﾁ炉及び連続炉を併用し加熱炉設計ﾃﾞｰﾀｰを収集した。 
   ⇒原料形状、処理温度、時間、酸素濃度⇒樹脂残渣、強度 
 



（３）ﾌﾟﾛｾｽ全体纏め 

前処
理 

1次 
加熱 

2次 
加熱 

再生CF 

混練 
出荷 

RCF・単繊維 
・ﾏｽﾀｰﾊﾞｯﾁ 

項目  1次加熱  2次加熱 

処理温度  600℃  600℃ 

 〃時間  30~50分  20~30分 

雰囲気ｶﾞｽ 不活性ｶﾞｽ  大気 

  ＊要求品質による 
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＊加熱炉ｲﾒｰｼﾞ 



Ⅵ 出口用途の展開⇒CF普及加速を再生CFがﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 

社会トレンド         再生CFの出口用途 

省資・省ｴﾈ社会 

 

 

低CO2社会 

 

 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ快適 

社会 

 

 

高齢化社会 

 

 

労働人口 

減少社会 

 

天災不安 

 ↓ 
CFの機能商品 

家電分野：         自動車分野： 各種部品、3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ車  
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軽量・導電 
 ｺﾝﾃﾅ 

電磁波 
防止 

音響分野 航空機分野⇒内装材 

医療ﾘﾊﾋﾞﾘ器具 介護ﾛﾎﾞｯﾄ⇒軽量化 
高齢者ﾓﾋﾞﾘﾃｨ 

運輸・ｻｰﾋﾞｽ分野 

建材分野 
電磁波防止・高強度壁材 

CF安価大量
使用時代の
到来 
 ↓ 
機能と価格が
勝負所 

LEDﾗｲﾄ 
ﾊﾞｯｸｶﾊﾞｰ ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ部品 

PC筐体 電磁波遮蔽ﾏｯﾄ 

省電力、軽量、低騒音化 



Doshisha Universi ty  －  Advanced Mater ia ls  and Structural  Engineer ing  Lab.  －  

/27 (5)ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ技術ー射出成形品の強度予測について 

射出成形までをまとめた予測式 

SMEを一定とすれば，炭素繊維の強度低下に伴う 

射出成形品内の残存繊維長の予測式となる． 

⇒射出成形品内の繊維長予測に 

おいても，測定値と一致している． 

・合成曲線を用いることで，射出成形品の 

残存繊維長を予測することが可能になった． 
強度の予測を試みる 

繊維の強度比率 [-] 

残
存
繊
維
長
さ

  
[u

m
] 

RCF/PP pellet 

RCF/PP specimen 

Predicted fiber length 

リサイクルに伴う強度低下率に対する残存繊維長 

再生CFの強度計測すれば成形品強度も予測可能 
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Doshisha Universi ty  －  Advanced Mater ia ls  and Structural  Engineer ing  Lab.  －  

/27 引張強度の予測結果 -RCF/PPｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ   
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繊維の強度比率  [-] 

リサイクル工程において 

炭素繊維の強度が仮に50%低下しても 

⇒成形品の強度の低下率は，8.5%の低下 

予測された引張強度は 

測定値と一致している 

リサイクル工程に伴うRCFの強

度から，それを用いた射出成形
品の繊維長を予測でき，その結
果，成形品の強度を予測できる． 

オリジナル炭素繊維を基準に，強度低下率を規格化 

品質保証の観点から， 

再生炭素繊維の強度を測定することで， 

成形品の強度を保証できる． 

0. 

18 

繊維の強度比率 [-] 

引
っ
張
り
強
度

 
[M

p
a
] 

あまりﾊﾞｰｼﾞﾝCF品質を

追求するよりも（ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ
での強度低下は少なく）  
再生ｺｽﾄを追求すべき。 



Ⅶ 今後の取り進め 

項目     内容    要点 ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

入口 ①原料廃材の確保 ・航空機 他調査 2017年2Q 

工業化 

技術 
①本格設備詳細の確定 
 

 

②PV炉との共用化設計 

③品質保証方法 

④保安・安全 
 

・材質、ﾗｲﾌ、運転法（ﾃﾞｺ-ｷﾝｸﾞ、     
ﾒﾝﾃ法、廃熱回収法、付帯設備 

 

・連続-共用炉準備予定 

・由来不明廃材、混ざり物 

・可燃、腐食性有害分解ｶﾞｽ取扱い 

2017年4Q 

 

 

2018年1Q 

2017年継続 

2017年3Q 

出口 

用途 

①出口用途拡大 

②顧客要求品質対応 

③家電への使用促進 

・ｻﾝﾌﾟﾙ提供継続 

・要求により個別対応 

・表面処理技術開発 

・家電各社用途、時期、量、品質 

2017年継続 

事業化 ①事業化のﾀｲﾐﾝｸﾞ ・PVﾘｻｲｸﾙとの共用の線で実行 

 ﾀｲﾐﾝｸﾞ、生産能力を判断 

2018年1Q 
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「低炭素社会の実現に向けて」 CF・PVﾘｻｲｸﾙ構想  
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関西・
中部地
方 

関東地方 
北部九州自動車産業 

ＣＦリサイクル 

北部九州自動車産業で将来 

約4,000ton/YのCFRP廃材が発生 

太陽光パネル
処理施設

北部九州エリア

大分エリア

宮崎エリア

回収BOX

処理施設

地域発電所

回収拠点

回収エリア

九州 

ﾒｶﾞｿｰﾗ 

400以上 

環境省、九経局、北九州市支援により 

構築した九州山口でのPV廃ﾊﾟﾈﾙ収集 
ﾈｯﾄﾜｰｸ 

新菱 

関西 
中部 

関東 

PV 
ﾘｻｲｸﾙ 



御清聴感謝申し上げます。 

  3年間の共同研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの御支援、 
御指導ありがとうございました。 


